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	自治労書記長談話（概要）
１　民主党および自民党、公明党の３党は、政府が国会提出していた国家公務員制度改革に関わる「国家公務員法等の一部を改正する法律案」（政府法案）の補強・修正について、本日、合意に達した。修正案の提出と採決は次期通常国会に持ち越されることとなった。
２　民主党は、連合からの要請のもと、自律的労使関係制度の措置を含めた対案を提出し、国会審議に臨んできた。衆議院内閣委員会では、連日、政府法案の問題を厳しく指摘し、自律的労使関係制度の措置をはじめとした国家公務員制度改革基本法に基づく制度の実現を追求してきた。
３　一方で、衆参ともに与党多数という国会情勢において、民主党案の成立の可能性は極めてゼロに近いことを踏まえ、民主党は、与党との修正協議を国会審議と同時並行で実施することとした。民主党の要求項目の大半は与党から拒否される結果となったが民主党の粘り強い対応により、唯一獲得した法案修正事項が上記①である。おおおおおさらに、政府法案が労働基本権問題をまったく取り扱っていない中において、自律的労使関係制度について全体像を国民に示すことは「法律上の義務である」との政府
	
	
答弁を引き出しながら、最低限の次善策として、上記②の通り附帯決議を合意した。
４　自治労にとって自律的労使関係が附帯決議にとどまったことは不満であるが、官邸主導による強権的な国会運営と与党絶対多数という極めて困難な政治情勢、さらには自民党が公務員の労働基本権に極めて否定的であるという事実を踏まえれば、今回の補強修正内容は評価できるものである。同時に、定年の段階的引き上げという、組合員の生活と人生設計に直結する内容について、道筋を明確化させたことも重要である。来年の通常国会が最終的な決着の場となったことから、自治労は、連合・公務労協と連携し、政党・省庁対策を強化しながら取り組みを全力で進めていく。

お　　　　　　　（道本部ホームページより）





	ポールスター札幌は、札幌市ホテル旅館共同組合との調整など、さまざまな紆余曲折がありながらも、いよいよ組合員が利用しやすく満足度の高いホテルに、そして札幌での市町村情報の発信基地としての機能を兼ね備えた福利厚生施設に、生まれ変わります。


フロント
	
	ロビー

　　組合員の皆さん。私たちの福利厚生施設を守り、そこで働く私たちの仲間を守るためにも、札幌の出張のとき、家族・友人と遊びにいったとき、新しくなったホテル ポールスター札幌を利用しましょう。




	12月8日は、1941年に日本軍によるハワイ真珠湾の米軍基地への奇襲攻撃、そしてアジア各地への進軍により太平洋戦争が引き起こされてから73回目の「開戦の日」です。

1985年発行の『津別町百年史』には、戦時中の模様が次のとおり要約されています。
	
	
	　

多くの人命が奪われ、深い悲しみと激しい憎しみをもたらし、地域社会、地球環境を破壊する戦争に反対するということは、今を生きる私たち自身の課題です。


ONE FOR ALL ，ALL FOR ONE
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第185回臨時国会において、衆議院内閣委員会で審議されてきた「国家公務員法等の一部を改正する法律案」（政府提出）について、与野党で修正協議が行われてきましたが12月3日に合意に達しました。同日、自治労は書記長談話を発出しました。








主な合意内容


法案を修正し、附則において2016　　年までに国家公務員の定年の段階的引き上げを規定する


自律的労使関係制度について職員団体との合意形成に努めることを附帯決議に盛り込む


級別定数に関する確認を行う





北海道の雄大な水平線をイメージした外観。


明るく開放的なオープンテラスを抜けると　


 暖炉や赤レンガが印象的なラウンジがお迎え。


もっと快適に、さらにフレンドリーに。


ホテル ポールスター札幌は組合員の皆さまによりふさわしい


“ＣＬＵＢ ＨＯＴＥＬ”として１２月６日、生まれ変わります。
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一途に「天皇陛下のためならば、何の命が惜しかろう」と出征したあとの銃後は、一家の支柱や働き手を失い、村としても村勢の中核人材を失い、戦争の長期化、戦局の悪化とともに、生活面でも産業面でも深刻な様相を濃くしていった。


　歯をくいしばり、涙をこらえて、わが子や夫が出征するわびしさに耐える留守家族に対し“軍国の父（母）”“軍国の妻”と讃えた新聞記事が書きたてられたものである。





『津別町百年史』108ページ／前編・第３章行政・召集令と出征兵より





部落民（村民）がこぞって配給の酒で壮行会を催し、部落の神社や津別神社に武運長久を祈願したあと、日の丸の小旗の波と軍歌や万歳の声に送られて、駅から征途につく光景が、毎日のように見られた時期があった。


　日華事変のころの召集は予備役兵であったが、太平洋戦争になって戦局が悪化してくると、後備役や補充兵にも令状が舞い込んだが、それだけ戦場での犠牲者が多くなったのだなと思った。いつの日帰還するあてもなく、ただ











